
令和４年度
文化庁日本語教育大会（WEB大会）

「日本語教育の参照枠」の活用のための手引、
「生活Can do」、

日本語能力自己評価ツール「にほんご チェック！」の説明

令和５年３月

文化庁国語課



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

（２） 「生活Can do」

（３） 日本語能力自己評価ツール「にほんご チェック！」

本日の内容



ＣＥＦＲ（ヨーロッパ言語共通参照枠）を参考に、日本語の習

得段階に応じて求められる日本語教育の内容・方法を明らか

にし、外国人等が適切な日本語教育を継続的に受けられるよ

うにするため、日本語教育に関わる全ての者が参照できる日

本語学習、教授、評価のための枠組み。

ＣＥＦＲとは？

ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR: Common European Framework of Reference for 

Languages）は、欧州評議会によって20年以上にわたる研究と検証の末に開発され2001

年に公開された。現在では40もの言語で翻訳されている。また、CEFR は言語資格を承

認する根拠にもなるため、国境や言語の枠を越えて、教育や就労の流動性を促進するこ
とにも役立っている。

「日本語教育の参照枠」とは



「日本語教育の参照枠」の構成

（１）「日本語教育の参照枠」
の活用のための手引（３）「生活Can do」

（２）日本語能力自己評価
ツール

「にほんごチェック！」



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

第1章 「日本語教育の参照枠」とは？
1２のQ&A
４つのコラム

第2章 Can doをベースにしたカリキュラム開発の方法
１．コースデザインを行う上で重要になる視点（考え方）
２．コースデザインの概説
３．バックワード・デザイン
４．シラバスへのCan doの組み込み方

第3章 Can doをベースにしたカリキュラムの事例
１．生活：地域日本語教育における県の事例
２．留学：法務省告示日本語教育機関の事例
３．就労：定住外国人に対する就職支援事業実施機関の事例

文化庁ウェブサイトで全文公開しています。
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93705001_01.pdf



第1章 「日本語教育の参照枠」とは？

1２のQ&A

４つのコラム

コラム１ 子供に対する日本語教育

コラム２ Competences for Democratic Culture（民主的な文化への能力）が

示す能力と日本語教師に求められる資質・能力について

コラム３ 国内の英語教育における CEFR-J の取組

コラム４ CEFR を参照している各国の事例

① 移民の第二言語教育と CEFR－ドイツ統合コースの事例

② 社会統合プログラムにおける韓国語教育

（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

（p.1）



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

第2章 Can doをベースにしたカリキュラム開発の方法

（p.30）



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

第3章 Can doをベースにしたカリキュラムの事例
１．生活：地域日本語教育における県の事例

（p.41）



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

第2章 Can doをベースにしたカリキュラム開発の方法
２．留学：法務省告示日本語教育機関の事例

（p.59、60）



（１） 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引

第2章 Can doをベースにしたカリキュラム開発の方法
３．就労：定住外国人に対する就職支援事業実施機関の事例

（p.72）



「生活Can do」は、国内に在住する外国人（「生活者としての外国人」）が日常生活に
おいて、日本語で行うことが想定される言語活動を例示したもの。
「日本語教育の参照枠」に示された分野別の言語能力記述文（Can do）の一つ。

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について」
（平成２２年５月、文化審議会国語分科会）に示される「生活上の行為の事例」

対象となる
範囲

レベル

基礎段階の言語使用者（A1、
A2）から自立した言語使用者
（B1、一部B2）までを想定

言語活動

聞くこと、読むこと、やり
取り、発表、書くこと

Ⅰ 健康・安全に暮らす Ⅵ 働く

Ⅱ 住居を確保・維持する Ⅶ 人とかかわる

Ⅲ 消費活動を行う Ⅷ 社会の一員となる

Ⅳ 目的地に移動する Ⅸ 自身を豊かにする

Ⅴ 子育て・教育を行う Ⅹ 情報を収集・発信する

生活Can do

例

＜やり取り・A1＞店で買い物をするとき、買いたいものや個数を伝えることができる。【Ⅲ消費活動を行う】

＜読むこと・B1＞適切な医療機関を選ぶために、病院のサイトなどの、ある程度長い文章に目を通して、
診療科目や診療内容など、必要な情報を探し出すために読むことができる。【Ⅰ健康・安全に暮らす】

「生
活
上
の
行
為
の
事
例
」

（２） 「生活Can do」について



「生活Can do」、自己紹介についての言語活動例

※検証による修正の可能性あり

（２） 「生活Can do」について

Ⅷ社会の一員となる 【発表：Ａ１】
自治会や地域のイベントなどで、初めて会う人たちの前で自己紹介するとき、自分の名前、
出身地などをごく簡単な言葉で言うことができる。

Ⅶ人と関わる 【発表：Ａ２】
初めて会った人の前で自己紹介するとき、自分や家族がどこに住んでいるか、何をしている
かなど、短い簡単な言葉で話すことができる。（JF456）

Ⅶ人と関わる 【やり取り：Ｂ２】
自治会などの集まりで簡単な自己紹介をした後で、日本での生活、就労、日本語学習など、
様々な話題についての質問に、苦労話や抱負を交えて答えることができる。

Ⅷ社会の一員となる 【やり取り：Ｂ１】
自治会の行事などで初めて会った人に話しかけ、住んでいるところや家族のことなど身近
な話題について質問したり、質問にある程度詳しく答えたりして、会話を続けることができる。



① あくまでも例示である。

＊具体的な提示に努めたものの、網羅的なものではない。

＊適切な項目がない場合は、新たなCan doを作成してもよい。

② どのような項目を扱うかは、状況に応じた判断が必要である。

＊日本語でできるようにならなければならない行為の一覧ではない。

＊防災や医療等、安全や生命に関連する項目については多言語による

情報提供が望ましい項目も含まれている。

③ 「生活 Can do」を活用した学びは、多様な学びの一部である。

＊日本語学習はCan doで示した言語活動のみで進められるものではない。

＊異文化に対する気付きなど、ポートフォリオを活用した振り返り活動

を通して促進される学びもある。

（２） 「生活Can do」について



検証の目的・流れ等

【検証の目的】
◆ 生活Can do（案）の各Can doについてレベル尺度の妥当性の精査のために検証（質的・量的検証）を実施します。
◆ 検証の結果を踏まえ、各Can doのレベルや表現等の修正を行います。

質的検証
（パイロット実施）
〈令和４年７月〉

量的検証

〈令和４年12月〉

Can do、
調査票
修正

Can do
修正

質的検証
（本実施）

〈令和４年８月〉

生活Can do
公開

〈令和５年３月〉

Can do
修正

【調査内容】
調査項目となっているCan do（合計100）について、主に
以下の点を回答いただきます。
① Can doのレベル
② ①のレベルの判断の根拠となった表現等

【調査内容】
調査項目となっているCan do（合計100）について、日
本語でできるかどうかを回答いただきます。

【対象】日本語教師（パイロット：20名、本実施：約100名）
【方法】Can doが示すレベルや表現の分かりにくさ等を

尋ねます。
【分析・修正】レベルの齟齬や表現が不明瞭な点等を洗

い出し、修正を行います。

【対象】日本語学習者（約800名）
【方法】
・質的検証結果に基づき修正を行ったCan doを提示。
・「日本語でできるか」を４段階で尋ねます。
【分析・修正】
・回答結果を統計的手法を用いて処理し、 Can doのレ
ベル尺度の妥当性について検証を行います。
・結果に基づき、レベルの齟齬について修正を行います。

２ 検証の内容

量的検証質的検証（パイロット実施・本実施）

１ 検証実施の流れ

（２） 「生活Can do」について



●概要
国内外の日本語学習者を対象とし、ウェブ上のシステムで表示されるCan doがどの
程度できるかを答えていくことで、日本語能力を簡易に判定し、その結果を日本語
学習の目標設定に役立て、自律的な学習を促すことを目的とした自己評価ツール。

●内容
「日本語教育の参照枠」の６レベル（Ａ１～Ｃ２）、５言語活動（聞く、読む、話
す（やり取り・発表）、書く）で、レベルごとに示されるCan doについて、日本語
学習者が、「1.できない」、「2.あまりできない」、「3.難しいがなんとかでき
る」、「4.できる」の四段階で回答していくことで日本語能力の自己評価を行う。

●対応言語
日本語を含む全１４言語に対応

日本語能力自己評価ツール

「にほんご チェック！」について

中国語、英語、フィリピノ語、インドネシア語、クメール語、韓国語、
モンゴル語、ミャンマー語、ネパール語、ポルトガル語、スペイン語、
タイ語、ベトナム語、日本語（ルビ付き）

令和４年９月３０日公開

（１）トップ画面

（３）判定結果画面（例）（２）自己評価画面（例）

（３）



日本語能力自己評価ツール

「にほんご チェック！」について
令和４年９月３０日公開

右上の言語選択より、
日本語を含む14言語
が選択できます。

「日本語教育の参照枠」
の五つの言語活動ごとに
日本語能力を自己評価し
ます。

トップページ

（３）



日本語能力自己評価ツール

「にほんご チェック！」について 令和４年９月３０日公開

チェック画面

提示されるCan do
について、四段階で
チェックを入れてい
きます。

回答が終わったら、
「チェック！☝」
ボタンを押します。

（３）



日本語能力自己評価ツール

「にほんご チェック！」について
令和４年９月３０日公開

結果画面

チェックしたCan doに
応じて、六つのレベルで
結果が表示されます。

チェックした言語活動に
ついては「✔」が表示され、
下のボタン（赤点線）を
押すと、まとめのページ
に移動します。

（３）



日本語能力自己評価ツール

「にほんご チェック！」について 令和４年９月３０日公開

チェックした全てのCan doの結果が
言語活動ごとに表示されます。

結果画面（全体） 言語活動ごとのレベルが
棒グラフで表示されます。

言語活動ごとにできること
が表示されます。

（３）



御清聴ありがとうございました。

令和５年３月

文化庁国語課


